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1 取扱高

乎成 2 年中における花きのiい収扱高は、金額て•220億41 百万円、そのうち北
足立市場が124億62百万円（前年比125)、平成2年9月8日に閉場した大田il1場が
95億80百万円であった．

部類別で見ると、切花が147億49百万円と全体の669％を占めている．

次いで、鉢花が21億31百万円．切技が14億25百7J円、らん鉢が13億45百万

円．II!棄植物が13億01百万円の順であった．

数量は、部類によって単位が違うので松数はでないが、

切花が2億1.069万本（前年比155)、切枝が690万束（前年比174）．鉢花が473h鉢
（前年比203）．観菓植物が190万鉢（前年比212）．らん鉢が50万鉢（前年比250)と
大田市場花き郎の開場の影響が大きく、前年に比ぺると大幅に増加した．

部類別平均価格は．

切花が 1本当たり70円（前年比135)

切技が 1束当たり207円（前年比109)

鉢花が1鉢当たり450円（前年比130)

らん鉢が 1鉢当たり2.679円（前年比147)となっている．

部類別の主な品目を見ると．

切花では、輪菊が5.155万本と全体の24.5％を占めており、次いで小菊が1.
749万本．パラが1,586万本、かiーし．ンが1,366万本とこの4品目ではぼ半分に近
い、全体の46.8％を占めている．

切枝では、千両が155万束と 1番多い．

鉢花では、シクラメン652千鉢、次いでポインセチア349千鉢、シャコパサポ
テン252千鉢．ポットマム199千鉢の双扱数量であった．

らん鉢では．中小型シンピジュームが126千鉢．大型シンピジュームが107
千鉢とシンピジュームだけで全体の46.5％を占めている．次いで、ファレノ
プシスが75千鉢、ノビル系デンドロビュームが60千本．デンファレが46千鉢て‘
あった．

2 月別市況

1月

（切花は）前年同月をやや上回る入荷であったが、菊煩の品渾をはじめ、

グラジオラス、ストック、水仙等汝少した品目が多く岨場は堅調てあった．

今勾から休市が原則木曜日に変わったため、月、水、金》ヮて荷が多く、火、

土は極端に少なかった．

（鉢物類）鉢花、らん鉢が前年同月をやや上回る入存であった．年＊の買

い疲れから荷動きの悪くなるこの月、陽気の急変動も影響して鉢物双引は閉

市ことに不安定な相場展閉となった．

2月

（切花頌）輪菊は置知主体！こ入且皇前月、前年同月比若干汝少の入荷と9ー
主体の業務霜費に支えられ富値よ：正：カーオーションは千棄、費知中

,.... ----」

心に安定入荷しもちあい．ハラは前年同月Jt1割増加も買われて高水準の双

引であった．かすみ草は洋ユ遷2好塁女召さピきに引かれて、入石量増加し
高値安定．

（鉢物類）ノンピジュームは最霜要期越えの歿品入荷が多く品質落ちから

低項．プリムラ碩は前年同月比5割彊の増加て、計もちあい．

3月

（切花類）入荷量は主要品目の小菊、カーネーションが昨年を下回ったほ

ヵ＼スプレーカーネーション、すかしゆり、フリージア、きんせんかが 10 
％から I5％枝少したが、他品は 20％程度増加した．記録的なパカ陽気
中、取引は箇旬や彼序、各種式輿等のイペント霜賣に支えられて全般に堅調

紐し｀かすみ草0)贔鵬をはじめ．各品とも昨年の30％から 4‘。ぅ、・口． ―
~ ｀ 切夏、切技も日復に強含みに措移した．

沙兄

（鉢物頌）ポトスは中 小鉢主体に順調に増加．僅格も安定推朽した．

大鉢物は入荷渾から高値．サイネリアをはじめ花小鉢は卒業式等の霜要増か

ら引き合い彊く 5寸物のサイネリアを中心に強含み．

4月

（切花ば）切花の入荷量は、前月彼岸需要で多かった菊類が浜少したほか

チューリップ、ストック、フリージア等の花が人饂に液少し、又わって． L
くやく、花しょうぷ等初夏の花が順真に入r.rした．
（鉢物類）鉢花が，で沿したものの観菓捐杓が霜要期に入り・鸞知1体に”
加した．，，，節商材のあじさい、クレマチス、ミニパラ及び大輪パ，， イン／

チェンス等は人気が為かった．

5月

（切花類）月間を通じての憫沢な入荷量から． I£心ミき~もちあい9·
ただし、第2週は母の日を控えカーネーションを中心に高伍展閉．この月入

荷贔匹期を迎える品目が多く、スターチス、アルストロメリア．しゃくやく

花しょうぷがピーク、すかしゅ トルコキキョウもさ増した．切棗切枝

は＾荷昨年と回程度などを印む雅移した．
（鉢物碩）鉢花では．ゼラニューム、日々京、セントボーリア｀インバチ

ンス等が多く入荷したはか、カーネーションが丹の日需饗から 5寸を中心に

5万鉢憧入行（昨年並）．値格は昨年の5割高．らん鉢では、胡蝶ラン、ミ
ルトニア等の寄せ植ぇが人気で高値．

6月

（切花類）切花の入荷は、置知、静岡及び千菓．埼玉等近県に加え、長酌

の出荷が早まった．昨年に比べりんどう、アルストルメリア．花しょうぷ力

減少したものの、主要品日のカーネーションのえ割増老且ーし2全殷iコ増加L
トルコキキョウ、くじゃくさ．アリウムが 5割方増加した．

（鉢物類）中元を控えて、コチョウラン、オンシジューム．カトレア、ア

ナナス等のらん鉢、観彙植物の中鉢．寄せ楡が引き合い良好から漏値を伸ば

した．

7月

（切花類）盆需要から菊頌を中心に前半は入行が多く、投きと竺2’3姐秒
後半は買気弱まわるも入存量の瀬液から下げ渋った．カラ楕雨．高温の気象

条件に加え、霞地物主体の峙期に入ったことから品目によっては大きく出荷

峙期がズレた．全体量では前月、前年同月と変わりないが、品目月9では卜／し
コキキョウが4割増加、ゆり類も 1割方増えた．

（体物類）贈笞商材中心の収引となり．洋らん、プーゲンピレア子に人気

が集まった．

8月

（切花頌）買常高温力’ほいたこの月、り花全体に産地出荷予定期の籟り上

げがみられ． nぅlは上9石余り患が強く安儀でスタートし．盆需要を讀に高
ー、 ．,_ -・→一乙

値展閉に変わり、月末まで嘉値を雑持した．品目別では、すかしゅり、スタ--
ーチスが大幅に汝少したしらのマ文わってりんどう．けいとうが大量に入荷

した．切稟、切技については切花に引かれて高値惟移した．

（鉢杓類）仝般に前月を下回ったが、贈答叶期の終了に（fうらん鉢の疫少

を餘き昨年を上回る入荷であった．双引は猛暑ほきと行素シーズンから引き

合い討く観菓禎物、らんμが前月よりやや下げ、その他は前月並であった．

9月

（切花類） 9月は秋の彼序需要を中心とするR引が益況であったが．彼岸
需要のピークを境に値崩れが生じた．しかしながら、月間を通じてみると品

渾等の理由によりてる般的に高値基調て椎J9した．切花は長野県をはじめと
‘`― ―̀-. ---~ する高冷地からの出荷が竪溝であったほか、すかしゆり、スターチス煩、く

じゃく互．デンファレが増加したが、その他は氏少した．

（鉢物煩）双引は月初めから好調に推移し．中旬は1'11天や彼斤期の切花需

要の影響てIBlがやや低コてあったが、下旬には再び好転した．鉢花．霰棄
柑の人石は1t年並、観貫樹の入荷は昨年よりし非常な紳びを示した．



1 0月

（切花類）ストック等の秋物の入荷が本格的になってきたが、 10月になっ
ても温霰な日がれいたため依然長野等の高冷地物の入荷が倒年に比べると長. 
引いている．敗引は台風、高温気象了の影聾て商品の出来具合は芳しくなかっ
たにも拘わらず 、 プライ乞I~震聾を反映し活発な展閉をみせパラ 、 洋ラン｀

. l"一‘
かすみ草を中心に虞色竺月で韮推移した．

（鉢物類） 10月に入り、茨城 均玉からの菊傾、シャコパサポテンが大
に入荷したほか、他のものも閏具に入荷した．II!棗物は高温絞きのため、
例年になく依然として順漏に入荷し、 9t年と比ぺた政扱量でもかなりの増加

となっている．

1 I月

（切化顛） ］ ］月は気象観測史j•最品の月間温度を記録したためか、切花
の入r.r量は前月．前年同月を Fro]った．品日別では、尾地が瞑地へ移ってき
たことにより ．菊煩は秀芳の力がt泣となってきた．i羊花間係ては、プライ
ダル及び秋のイペントヘの需要で臼ミ三E己とりした．
（鉢物傾）贈笞需喝で活発な属開を示した鉢物は鉢花、らん花を中心に堅
な双弓lであった．

1 2月

（切花環）平成2年は異常高温。台風被害の影響により 、産地間の出荷状
況に大差が生した勾てあった． 12月も天候不順による前進閉花がアイリス、
すいせん等にみられたが、取引はクリスマス、q．末年枯、贈答の最需要期に

--. - ·—· - --当たるため、材、系秋のものを中心に終飴高偵もちあいで推2レた．
松市 (9日）は上質ものは5臼な1灼R 万マt5；， る伍では軟国であった．
了両（ 16日）は霊i1なため、全般的にやや軟』な柑場であった．
（鉢物類）最需要期に当たる］ 2月は好コ市況て‘捐fJL、特にシンピジュ
ームを中心とした高額商品に人気が集中した．前年よりもらん鉢の入付が大
幅に増加したが、互花頌は前年並の入荷であった．
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